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会
社
が
必
要
と
す
る 

運
転
資
金
と
は

会
社
の
儲
け
、
つ
ま
り
利
益
は
「
売

上－

費
用
」
で
求
め
ら
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
単
純
に
売
上
＝
入
金
、
費
用
＝

出
金
で
あ
れ
ば
、
利
益
が
出
て
い
る
限

り
、
資
金
繰
り
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
現
実
に
は
、
売
掛
金
の
回
収

が
「
末
締
め
翌
月
末
払
い
」
が
多
い
よ

う
に
、
売
上
＝
入
金
、
費
用
＝
出
金
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
売
上
・
費
用
と
入
出
金
の
タ
イ

ミ
ン
グ
の
ズ
レ
の
際
に
必
要
と
な
る
資

金
を
「
運
転
資
金
」
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
運
転
資
金
は
い
く
ら
確

保
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
１
つ
の
答
え
が
、
図
表
１
の

「
売
上
債
権
、
た
な
卸
資
産
の
合
計
と

仕
入
債
務
の
差
」
で
す
。

運
転
資
金
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

入
出
金
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

20
日
に
入
金
さ
れ
る
売
上
債
権
が
あ

り
、
仕
入
債
務
は
月
末
に
支
払
え
ば
よ

い
場
合
は
、
先
に
入
金
さ
れ
た
分
は
、

そ
の
ま
ま
支
払
い
に
ま
わ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
月
末
に
売
上
債
権
、
た

な
卸
資
産
の
合
計
と
仕
入
債
務
の
差
額

を
運
転
資
金
と
し
て
準
備
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
表
１
①
）。

逆
に
、
20
日
に
仕
入
債
務
の
支
払
い

を
し
て
、
売
上
債
権
の
入
金
が
月
末
に

な
る
場
合
は
、
売
上
債
権
の
入
金
が
な

い
ま
ま
20
日
の
仕
入
債
務
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
売
上
債
権
と
た
な
卸 

資
産
の
合
計
額
が
、そ
の
ま
ま
運
転
資
金

と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す（
図
表
１
②
）。

つ
ま
り
、
売
上
債
権
は
早
く
入
金
し

て
も
ら
い
、
仕
入
債
務
は
遅
く
支
払
う

こ
と
が
理
想
で
す
。
こ
の
基
本
を
押
さ

え
て
取
引
先
と
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
運
転
資
金
の
中
身
で
あ

る
「
売
上
債
権
（
売
掛
金
）」「
た
な
卸

資
産
（
在
庫
）」「
仕
入
債
務
（
買
掛

金
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
資
金
繰
り
の
観

点
か
ら
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

売
掛
金
の 

残
高
分
析
の
方
法

売
掛
金
は
、
現
金
以
外
の
取
引
が
あ

れ
ば
必
ず
存
在
す
る
項
目
で
す
。
月
末

で
締
め
て
請
求
書
を
発
行
し
、
翌
月
や

翌
々
月
末
に
入
金
さ
れ
る
の
が
一
般
的

で
す
。

こ
の
売
掛
金
は
、
貸
借
対
照
表
の
資

産
の
項
目
に
な
り
ま
す
。
同
じ
く
資
産

の
項
目
の
現
預
金
（
資
金
）
と
は
、
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
売
掛
金
が
回
収
さ
れ
る

（
減
る
）
と
、
資
金
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
売
掛
金
の
残
高
の
分
析
と
し

て
、
ま
ず
は
前
期
末
（
ま
た
は
前
月
や

前
年
同
月
）
と
の
比
較
を
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
前
年
と
違
う
こ
と
し
の
ト

レ
ン
ド
が
把
握
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
に
１
回
は
、
売
掛
金
を

月
次
の
売
上
高
で
割
っ
て
、「
月
の
売

上
高
の
何
か
月
分
、
売
掛
金
が
た
ま
っ

て
い
る
の
か
」を
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
「
回
転
期
間
」
と
い
う
経
営
指

標
で
す
（
図
表
２
Ａ
）。

そ
し
て
、
増
減
の
原
因
が
特
定
で
き

た
ら
、
具
体
的
な
事
業
活
動
に
落
と
し

込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
売
掛
金
が
増
加
し
て
お

り
、
そ
れ
が
得
意
先
Ａ
の
回
収
が
滞
っ

て
い
る
た
め
で
あ
れ
ば
、「
得
意
先
Ａ

の
入
金
が
遅
れ
て
、
通
常
１
か
月
分
の

売
掛
金
が
、
３
か
月
分
た
ま
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
入
金
時
期
の
交
渉
や
今
後

の
取
引
を
検
討
す
る
」
と
い
っ
た
経
営

判
断
に
つ
な
が
り
ま
す
。

6

第４回　損益計算書と月次決算から予算を立てる
第５回　予測を立てて目標を達成する
第６回　運転資金と資金繰り
第７回　変動費と固定費の分け方
第８回　CVP分析と実践例
第９回　資金繰り表の作り方

先行き不透明な時代の経営支援
中小企業の「管理会計」入門

運転資金と資金繰り
税理士法人ベルダ　代表社員

公認会計士・税理士

林　健太郎

管理会計とは経営判断に活用するための会計。先行き不
透明な時代において、将来の予測をするために不可欠な
業務です。今回は、運転資金の分析について解説します。
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在
庫
が
減
れ
ば 

資
金
に
余
裕
が
で
き
る

商
品
の
製
造
や
仕
入
れ
を
し
て
も
、

す
ぐ
に
売
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
の
が
通
常
で
す
。
そ
の

間
、
商
品
は
在
庫
と
し
て
会
社
に
置
い

て
お
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

在
庫
は
、
仕
入
高
に
加
え
て
、
材
料

費
、
外
注
費
、
人
件
費
、
経
費
と
い
っ

た
、
作
成
に
か
か
っ
た
費
用
も
含
め
て

考
え
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
人
件
費
は
抜
け
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る

と
、
利
益
が
正
し
く
算
出
で
き
ず
、
経

営
の
判
断
材
料
と
し
て
使
え
な
く
な
り

ま
す
し
、
税
務
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

在
庫
も
、
売
掛
金
と
同
じ
く
貸
借
対

照
表
の
資
産
の
項
目
な
の
で
、
現
預
金

（
資
金
）
と
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係

に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
在
庫
を
買
え
ば
（
増
や
せ

ば
）
資
金
が
減
っ
て
、
在
庫
を
販
売
す

れ
ば
（
減
ら
せ
ば
）
資
金
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
在
庫
の
残
高
の
分
析
は
、
売
掛

金
と
同
様
に
、
ま
ず
は
前
期
末
（
ま
た

は
前
月
や
前
年
同
月
）
と
の
比
較
を
し

ま
す
。

ま
た
、
年
に
１
回
は
、
在
庫
を
月
次

の
売
上
原
価
で
割
る
こ
と
で
、
月
の
売

上
原
価
の
何
か
月
分
、
在
庫
が
残
っ
て

い
る
の
か
を
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
図

表
２
Ｂ
）。
な
お
、
製
造
業
で
は
製
造

原
価
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
実
務
で
は
、
分
母
を
求
め
や

す
い
１
か
月
の
売
上
高
の
金
額
に
し
て

お
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
簡
便
的
な
方

法
で
す
が
、
継
続
す
れ
ば
異
常
値
を
発

見
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

売
掛
金
と
在
庫
の
分
析
を
す
る
に�

当
た
っ
て
、
長
年
た
ま
っ
て
い
る
も
の

や
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
も
の
は
、
別

の
勘
定
科
目
に
振
り
替
え
て
お
く
の
が

実
務
上
の
コ
ツ
で
す
。

た
と
え
ば
、
得
意
先
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
、
な
か
な
か
回
収
で
き
な
い
売
掛

金
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
「
長
期

滞
留
債
権
」
な
ど
の
名
称
で
、
固
定
資

産
に
振
り
替
え
て
お
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
前
期
比
較
、
回

転
期
間
分
析
の
際
に
、
こ
の
「
長
期
滞

留
債
権
」
を
外
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

買
掛
金
で 

資
金
繰
り
に
余
裕
を
持
た
せ
る

買
掛
金
は
、
仕
入
れ
や
外
注
費
の
発

生
か
ら
、
支
払
い
ま
で
に
発
生
す
る
未

払
い
の
金
額
で
す
。

貸
借
対
照
表
の
負
債
の
項
目
で
す
の

で
、
売
掛
金
や
在
庫
と
違
い
、
買
掛
金

は
多
い
ほ
う
が
現
預
金
（
資
金
）
に
余

裕
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
仕
入
れ
の
支
払
い
を
、

１
か
月
待
っ
て
も
ら
う
と
、
そ
の
分
資

金
の
余
裕
が
で
き
ま
す
。

買
掛
金
も
前
期
末
（
ま
た
は
前
月
や

前
年
同
月
）
と
の
比
較
に
よ
り
、
分
析

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
体
的
な
支
払
い
サ
イ
ト
の
傾
向
を

把
握
す
る
た
め
に
、
買
掛
金
を
月
次
の

仕
入
高
で
割
る
こ
と
で
、
回
転
期
間
を

出
し
て
み
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
（
図
表

２
Ｃ
）。

買
掛
金
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
と
の

関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
支
払

い
が
遅
く
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
、

自
社
の
資
金
繰
り
に
余
裕
が
出
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。�
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は
や
し
　
け
ん
た
ろ
う
　
徳
島
県
鳴
門
市
出
身
、
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
、
辻
・
本
郷
税
理
士
法
人

を
経
て
、
２
０
１
１
年
よ
り
独
立
開
業
。
会
計
を
通
し
て
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
う
。
四
国
大
学
大
学
院
の
非
常
勤
講
師
。

図表２ ●売掛金・在庫・買掛金の回転期間

売掛金の回転期間A
１か月の売上高

売掛金

買掛金の回転期間C
１か月の仕入高

買掛金

在庫の回転期間B
１か月の売上原価

在庫

図表１ ●運転資金の考え方
月次決算

売上債権

たな卸資産

仕入債務

運転資金

売上債権

たな卸資産

運転資金

①�入金が�
先の場合

②�支払いが�
先の場合

売上債権

たな卸資産

仕入債務

運転資金

支払いに
充当できる


